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令和8年度
静岡市桜の園地域連携推進会議

静岡市桜の園の運営状況
（令和7年度事業報告 令和8年度事業計画）

令和8年6月26日（金）

静岡市桜の園

•障害者支援施設 定員80名
施設入所支援＋生活介護（単位①）定員50名
短期入所 定員5名
生活介護（単位②） 定員30名

•静岡市桜の園城北館
生活介護 定員20名

• 平成6年開所 33年目
• 静岡市の指定管理施設（R4～R8）

（設置）静岡市 （運営）静岡県済生会
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入所者の概要

合計女男
331914区分6
1055区分5
642区分4
101区分3
502822合計

合計女男
20137脳性麻痺
743頭部外傷
312頸椎損傷
422脊髄損傷
312脳血管障害
330難病
211髄膜炎後遺症

202種痘後脳炎
110てんかん
303視覚障害
220二分脊椎
502822合計

人数
23葵区
15駿河区
1清水区
6焼津市
2藤枝市
2島田市
0熱海市
1牧之原市
50合計

合計女男
2201年
7343年
2205年
128410年
104615年
95420年
31225年
53230年以上（開所時より）

502822合計

合計女男年齢
11020
11030
85340
1810850
114760
106470
11080
502822合計

179865歳以上

合計女男
3316171級
141042級
2203級
1015級
502822合計

◆身体障害者手帳の等級

◆障害支援区分

◆年齢構成

◆市区町別

◆原疾患

◆入所期間

平均 5.50

平均 58.9歳

平均 12年6か月

「身体障害者手帳の等級」は、1級～7級に分
類されています。等級は障害の程度を計るた
めの基準であり、1級に近づくほど障害程度が
重くなります。

「障害支援区分」は、障害者等の障害の多様な
特性その他心身の状態に応じて必要とされる標
準的な支援（介護）の度合を総合的に示すもの
で、数値が大きいほど、支援の度合いが重くな
ります。

重
い

高
い

令和８年４月１日現在

令和7年度 事業報告（目標に対する結果）

目標１ 利用者の豊かな生活の支援

（結果）外部サービスの活用により、日本平動物園の休演日観覧、サーカス鑑

賞、音楽コンサートなどに参加することができ、利用者の笑顔も見られた。パ

ンの訪問販売、訪問リンパマッサージが定着し、外出が難しい利用者にも楽し

みや安らぎの場を提供した。新茶、スイカ、イチゴなどを用いたイベントも開

催し、生活に彩りを取り入れた。静岡マラソンの車椅子の部への参加を希望す

る利用者について、登録手続き、体調管理、当日の伴走や完走までサポートし

た。

目標２ 地域に開かれた施設

（結果）地域の行事へ従前のように参加できるようになり、より多く地域住民

や家族との交流の機会を設けることができた。地域連携推進会議の開催により、

施設の運営や利用者の生活、職員の就業環境の現状を知っていただくなど、施

設に対する理解を深める場となった。医療的ケア児の防災キャンプ会場として

施設の一部を提供し、関係者に加え行政や地域住民も交えた100名近い参加があ

り、地域の防災拠点としての役割を担うとともに、皆で防災のあり方を再認識

する機会となった。

職員による評価 平均7.4点

職員による評価 平均7.8点
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２ 地域に開かれた施設
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令和7年度 事業報告（目標に対する結果）

目標３ 施設の安定的な運営

（結果）条例改正により、通所の利用者範囲が療育手帳交付者まで拡大した。

新規利用について、年度初めに特別支援学校への訪問、相談支援事業所連絡

会への参加などを行ったものの、従前の手法に留まり十分な利用につながら

なかったため、新たな手法の検討が課題として残った。LED化、腰壁の改修、

網戸設置、職員休憩室の改修、空調更新（城北館）などハード面の整備を進

め、利用者・職員双方の環境改善を図った。経費の見直し・削減の努力や市

から負担金の獲得により、昨年度に比べ安定的な運営となっている。職員の

スキルアップやモチベーション向上に資するよう、外部研修の機会を増やし

た。

職員による評価 平均6.8点
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３ 施設の安定的な運営

令和７年度 静岡市桜の園事業報告（利用実績、決算）

城北館生活介護内牧短期入所施設入所
１日当たりの
利用者数

14.0名24.5名4.0名49.8名R７目標値

13.2名16.8名2.8名49.1名R7実績

12.3名16.4名2.4名48.7名R6実績

事業状況
差額費用収益

16,826439,274456,100令和7年度 当期活動増減差額

3,327428,865432,192令和6年度 当期活動増減差額

-14,506425,771411,265令和5年度 当期活動増減差額

（単位：千円）
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R7－R6R6R7
23,541430,161453,702   サービス活動収益

17,731388,154405,885自立支援給付費収益

5,4398,35713,796補助金事業収益

4,862334,328339,190人件費支出
59652,84653,442事業費支出

-1,4833,2031,720介護用品費

39518,43018,825水道光熱費

332,6202,653消耗器具備品費

4,82139,57844,399事務費支出
2553,9194,174修繕費

57624,54525,121業務委託費

3751,7582,133保守料

-19999980減価償却費ほか
3662,0312,397その他収益

1481,1131,261その他支出

13,4993,32716,826当期活動増減差額

事業状況内訳（抜粋）
（単位：千円）

令和8年度 静岡市桜の園事業計画

城北館生活介護内牧短期入所施設入所１日当たりの
利用者数

14.0名23.5名3.5名49.5名R8目標値

13.2名16.8名2.8名49.1名R7実績

12.3名16.4名2.4名48.7名R6実績

予算・決算

繰越額支出収入

0494,910494,910令和8年度 予算
16,012440,841456,853令和7年度 決算
3,857429,841433,698令和6年度 決算

（単位：千円）
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令和8年度 静岡市桜の園事業計画

目標２ 施設の安定的な運営

• 個別支援計画のもと安心安全な生活を提供するとともに、利用者の意思決定を尊重し、個別のニー
ズに対応していく。

• 利用者の豊かな生活のサポートのため、日中活動の充実を図るとともに、外部サービスの利用を促
進する。

• 地域等との交流機会の拡充のため、地域の行事、イベント等へ積極的に参加するとともに、ボラン
ティア、実習生を主体的に受け入れていく。

• 新規利用者獲得や利用率向上のため、対外的に情報発信や他施設との連携・情報交換などの営業活
動を活性化する。

• 職員の意欲やサービス技術の向上のため、職員の研修の受講機会の充実を図るとともに、他施設と
の交流の場を設け、情報交換の機会を提供する。

• 利用者の満足度が高い生活環境、職員が働きやすく働きがいのある労働環境を整えるため、経費の
有効活用に努める。

目標１ 利用者の豊かな生活の支援

行事等の予定
• ご家族参加の行事

秋桜祭 10/17(土)

• 内牧町内会の行事
内牧夏祭り 8/14(木) 
大茶会 11/3(祝)
桜ウオーク大会（ 3/28 or 4/4 )

• 内牧町内会との合同行事
地域防災訓練 1/17(日)

• 施設内の行事
七夕、夏祭り、クリスマスなど

• 外部サービスの利用
買物コネクト（ネット販売）
マックハウス（衣料販売）
キッチンカー（おやつ、飲み物）

• 就労支援事業所との関わり
ハルモニア（パン販売）
プレジール（ハンドマッサージ、シーツ交換）

• 外出支援
日本平動物園
静岡マラソン
グループ外出

より豊かな生活を目指して
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桜の園インスタグラム
写真中心の活動紹介です。


